
色はそれぞれのレイヤー毎にイメージメニューから
色調補正→色相彩度で行う。
髪や肌を除きパーツの分だけ色変更すれば
別のカラーバリエージョンが作成出来る。
ここで大切なことは同じレイヤー内に同じアイテムを必ず着色することである。

インナーのニットは右のパターンで作成した
この画像を綾目同様にパターンの定義で塗りつぶす

　襟のリブ部分の画像
　同様にパターンの定義で塗りつぶす

一見良く分からない画像に見えるがくり返して見ると
確かにメリヤス編みということが分かるはずだ。

この様なパターンを生成するにはネットの画像でも良いが
最小のリピートを見つけそれが上手く繋がるように
レタッチしなくてはならない。

線画から着色迄慣れれば一時間もかからない作業である。
また別の配色も容易に作成できることが Photoshop を
使用しスタイル画を作成する最大のメリットである。

photoshop でスタイル画を描く。
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